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本資料の取り扱いについて

本資料は当社の事業及び業界動向についての当社による現在の予

定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及してい

ます。

これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが伴って

います。既に知られたもしくはいまだ知られていないリスク、不確かさその

他の要因が、将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引

き起こさないとも限りません。当社は将来の展望に対する表明、予想が正

しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、さらに

悪いこともありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、現在利用可能な情報に

基づいて、当社により現時点においてなされたものであり、将来の出来事

や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、

変更するものではありません。
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Ⅰ．２０２６年３月期

第２四半期（中間期）決算レビュー



主な経営指標の推移（連結）
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25年3月期
2Q（中間期）

26年3月期

2Q（中間期）
前年差 前年比

売上高 ７,９３８ ７,９１３ △２５ ９９.７％

営業利益 △２２ △６５ △４３ －

経常利益 △２ △５３ △５０ －

中間純利益 △４ ８７ ９２ －

純資産額 ２,６０５ ２,７９６ １９１ １０７.３％

総資産額 １２,４４８ １２,２０４ △２４３ ９８.０％

自己資本比率 ２０.９％ ２２.９％ ２.０％ －

1株当たり純資産額（円） ３５７.７５ ３８３.９８ ２６.２３ １０７.３％

1株当たり純利益（円） △０.６８ １２.０４ １２.７２ －

ROE △０.２％ ３.１％ ３.３％ －

従業員数（人） １６７ １７３ ６ １０３.６％

（単位：百万円、％）



連結損益計算書実績
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（単位：百万円、％）

ポイント
・利益率の高いトレカ部門や新規事業部門の売上が伸長した一方で、書店部門やその他の部門
の売上高が厳しく推移したことから、全体では減収となりましたが、売上総利益は増加しました。

・販管費が売上総利益以上に増加したことから、営業利益と経常利益は前年を下回りました。一
方で特別利益を計上したことから、中間純利益は増益となりました。

・売上高対総利益率は、３２.４％から３３.０％になりました。

25年3月期2Q 26年3月期2Q 前年差 前年比

売上高 ７,９３８ ７,９１３ △２５ ９９.７％

売上総利益 ２,５７０ ２,６０８ ３８ １０１.５％

販売費及び一般管理費 ２,５９２ ２,６７４ ８１ １０３.２％

営業利益 △２２ △６５ △４３ －

経常利益 △２ △５３ △５０ －

当期純利益 △４ ８７ ９２ －



販売管理費実績
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（単位：百万円、％）

25年3月期2Q 26年3月期2Q 前年差 前年比

販売費計 ２２４ ２４４ １９ １０８.６％

広告宣伝費 ２１ ３１ １０ １４８.３％

発送運賃 ５１ ４３ △８ ８３.８％

販売手数料 ８３ ９１ ８ １０９.４％

人件費計 １,２１２ １,２５６ ４４ １０３.７％

その他諸経費計 １,１５５ １,１７３ １８ １０１.６％

水道光熱費 １５４ １６４ １０ １０６.６％

地代家賃 ４９５ ４７７ △１７ ９６.５％

減価償却費 ８９ ８２ △６ ９２.５％

備品消耗品 ７８ ８９ １１ １１４.７％

修繕費 ４２ ４８ ６ １１３.７％

販管費合計 ２,５９２ ２,６７４ ８１ １０３.２％ 7



8

百万円
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売上高・経常利益・当期利益 推移
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連結貸借対照表実績
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（単位：百万円）

25年3月期 26年3月期2Q 前年差

流動資産 ８,４７４ ８,４１７ △５７

固定資産 ３,９３５ ３,７８７ △１４８

流動負債 ６,５２５ ６,３９２ △１３３

固定負債 ３,０６３ ３,０１５ △４７

純資産 ２,８２０ ２,７９６ △２４

総資産 １２,４１０ １２,２０４ △２０５

ポイント

・商品が増加した一方で、現金及び預金が２億９５百万円減少したことなどから、流動資産が
５７百万円減少しました。

・仕入債務が１億７２百万円減少したことなどから、流動負債が１億３３百万円減少しました。

・長期借入金が３４百万円減少したことなどから、固定負債が４７百万円減少しました。

・自己資本比率は、２２.７％から２２.９％へ微増しました。



連結キャッシュ・フロー計算書実績
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（単位：百万円）

25年3月期2Q 26年3月期2Q 前年差

営業キャッシュ・フロー １２ △３９１ △４０４

投資キャッシュ・フロー △２９ １１１ １４１

財務キャッシュ・フロー １０１ １３ △８７

現金及び現金同等物残高 ２,５３０ ２,１４８ △３８１

ポイント

・営業キャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益の利益は出たものの、仕入債務の増減
額の減少と棚卸資産の増加の影響等により、マイナスとなっております。

・投資キャッシュ・フローは、有形固定資産の取得があった一方で、投資有価証券の売却の影
響により、プラスとなっております。

・現金及び現金同等物残高は、主に営業ＣＦがマイナスに転じたことから、前年中間期と比較
して、３億８１百万の減少となりました。

・有利子負債比率は、２２.２％から２２.５％へ増加しました。



Ⅱ．２０２６年３月期

第２四半期（中間期）部門別業績レビュー
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2024年

10月
11月 12月

2025年

1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

既存店 101.6% 102.5% 101.1% 101.8% 96.8% 105.0% 97.6% 101.2% 102.0% 99.8% 105.2% 100.0% 107.2%

全国書店 96.0% 101.5% 98.5% 94.2% 92.7% 97.2% 95.0% 97.5% 92.8% 96.7% 101.3% 94.1% 98.1%

80%

85%
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110%

既存店売上高前年比 月次推移

※全国書店の数値は、日本出版販売㈱調べ



商品部門別売上高

25年3月期2Q 26年3月期2Q 前年差 前年比

書店部門 ４,３８３ ４,００７ △３７６ ９１.４％

トレカ部門 ９３４ １,０８９ １５４ １１６.５％

文具・雑貨・食品部門 ７１４ ７３３ １９ １０２.７％

レンタル部門 ４２９ ３７９ △５０ ８８.２％

セルＡＶ部門 ２７８ ２４９ △２９ ８９.５％

古本部門 ２７０ ２４５ △２５ ９０.７％

ＴＶゲーム部門 １８０ １６６ △１３ ９２.７％

新規事業部門 ５８５ ８６２ ２７６ １４７.３％

その他 １６１ １８０ １９ １１１.８％

合計 ７,９３８ ７,９１３ △２５ ９９.７％

14

（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売事業などであります。



百万円
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商品部門別売上総利益高
25年3月期2Q 26年3月期2Q 前年差 前年比

書店部門 １,１１９ １,００２ △１１７ ８９.５％

レンタル部門 ２５６ ２３２ △２４ ９０.６％

文具・雑貨・食品部門 ２６０ ２６３ ３ １０１.３％

トレカ部門 ２１９ ２９２ ７３ １３３.７％

古本部門 １６９ １７３ ３ １０２.３％

セルＡＶ部門 ４９ ５７ ７ １１４.９％

ＴＶゲーム部門 ３０ １７ △１２ ５８.２％

新規事業部門 ３４０ ４３４ ９４ １２７.６％

その他 １２４ １３４ ９ １０７.７％

合計 ２,５７０ ２,６０８ ３８ １０１.５％
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（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売事業等です。仕入割戻を部門別に割振りしています。
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百万円
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（１）書店部門
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・コミックと雑誌が、引き続き厳し
く推移している

・コミックの新刊に左右される状
況が継続

・売上前年比
全店：91.4％、既存店：94.0％

店
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（２）トレカ部門
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百万円 店 ・当期はトレカ館の導入はな
く、トレカ館は合計で25店舗
を維持

・既存店には従来からトレカを
販売していた店舗を含む

・売上前年比
全店：116.5％
既存店：121.7％

※中古トレカの買取・販売を実
施する店舗を、トレカ館とし
ています
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（３）文具・雑貨・食品部門
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・新学期から厳しい状況が継続

・プラモデル売場の導入を推進

・夢グループの企画売場を各店で
開催継続

・売上前年比
全店：102.7％ 既存店：105.6％
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（４）レンタル部門
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百万円 店

・継続的なマーケットの縮小と、動
画配信との競争が継続し、厳しい
状況が続く

・新規事業導入改装により、レンタ
ル売場の撤退や縮小を進める

・売上前年比
全店：88.2％、既存店：92.8％
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（５）セルＡＶ部門
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百万円 店

・音楽配信や動画配信の影響な
ど、厳しい状況が続く

・映像も音楽も、新作の発売は
前年を下回る

・売上前年比
全店：89.5％、既存店：90.3％
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（６）ＴＶゲーム部門
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・Swich２が2025年6月に発売され
たが、入荷数は厳しかった

・ソフトの発売も、今年は大きなタイ
トルが不足している

・売上前年比
全店：92.7％、既存店：97.3％
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（７）古本部門
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百万円 店

・書店部門が厳しいことから、古
本部門も前年割れに

・買取価格と共に、販売価格を見
直して、ロスを低減している

・売上前年比
全店：90.7％、既存店93.1％
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（８）新規事業部門
百万円 店

・駿河屋を１店舗で導入

＜店舗数の内訳＞
ﾌｨｯﾄﾈｽ （８店）
教室 （２校）

ﾗﾝﾄﾞﾘｰ （１店）
ﾋﾞｭｯﾌｪ （２店）
駿河屋 （６店）

・下期に駿河屋1店を開店
予定

・売上前年比
全 店：147.3％
既存店：167.7％
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書店
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商品部門別売上高構成比（占有率）

26

２０２４年９月期 ２０２５年９月期

書店

55.2%

トレカ

11.8%

文具・雑

貨・食品

9.0%

レンタル

5.4%

セルＡ

Ｖ

3.5%
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3.4%

TVゲー

ム

2.3%

新規

7.4% その他

2.0%



Ⅲ．２０２６年３月期 開店と改装
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２０２６年３月期上期 出退店実績

２０２５年

３月期
期首 出店 閉店

店舗数
６８店

２校
０店 ０店

延床面積
32,436坪

（477坪）

00坪

（00坪）

00坪

（00坪）

売場面積
26,882坪

（395坪）

00坪

（00坪）

00坪

（00坪）

第2四半期
期末

６８店

２校

32,436坪

（477坪）

26,830坪

（394坪）

※出店・閉店以外に、数店舗で改装や転貸等により、売場面積の変更を行っております。
※（ ）内の数値は、１店舗当たりの平均値となります。



地域別店舗数

岐阜県, 

25

愛知県, 

24

三重県, 8

奈良県, 4
滋賀県, 3

福井県, 2その他, 2 店舗数

岐阜県 ２５店舗

愛知県 ２４店舗

三重県 ８店舗

奈良県 ４店舗

滋賀県 ３店舗

福井県 ２店舗

茨城県 １店舗

長野県 １店舗

合計 ６８店舗

29

２０２５年９月末現在



Ⅲ-１.駿河屋
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駿河屋津白塚店（6号店）

•2025年7月18日（金）リニューアルオープン

•住所：三重県津市白塚町字鎌田3925-1（2階）

•駿河屋売場面積：250坪

•プラモ・フィギュア・キャラ雑貨など30万点以上

•取扱：本・文具・プラモデル・セルAV・トレカ

古本・駿河屋

•営業時間：10時～22時

•名古屋新開橋店、奈良大安寺店に続く6号店

31



白塚店駿河屋導入改装

外観画像



改装フロア入口正面画像

風除室から２階へ



スタッフ集合画像







Ⅲ-２.スマート無人営業



三洋堂書店
スマート無人営業



2026年3月期上期の
スマート無人営業導入

店舗名 開始日 導入形式 無人時間帯

梅坪店 2025年4月28日 24時間 21：00- 9：00

生桑店 2025年5月19日 無人閉店 21：00-26：00

中津川店 2025年6月9日 無人閉店 21：00-24：00

高富店 2025年6月30日 24時間 21：00-10：00

名張店 2025年7月14日 無人閉店 21：00-24：00

香久山店 2025年8月4日 無人閉店 21：00-26：00

穂積店 2025年8月25日 無人閉店 21：00-24：00

新開橋店 2025年9月8日 無人閉店 23：00-26：00

新関店 2025年9月29日 無人開店＆
閉店

8：00-10：00

21：00-24：00 39

•上半期に９店舗へ導入し、下期にも予定



2026年3月期上期の
スマート無人営業の導入状況

導入形式 店舗名 店舗数

スマート無人
24時間営業

本新店、よもぎ店、下恵土店、
豊川店、碧南店、大和店、ひしの店、
みのかも店、半田店、土岐店、
梅坪店、高富店

12店舗

スマート無人閉店
石岡店、養老店、小浜店、生桑店、
中津川店、名張店、香久山店、
穂積店、新開橋店

9店舗

スマート無人
開店＆閉店

せき東店、新関店 2店舗

合計店舗数 23店舗
40



スマート無人営業の目的

１．営業時間が延長できる

２．経費、ロスの最小化

人時数は作業量のみに応じて投入

３．効果の最大化

営業時間は顧客のニーズのみに応じて設定

人時数と営業時間との間には何の相関関係
も無い、という全く新しいオペレーション概念を
創り出す
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2025.4.28 梅坪店(21-9)



2025.5.19 生桑店(21-26)



2025.6.9 中つ川店（21-24）



2025.6.30 高富店(21-10)



2025.7.14 名張店(21-24)



2025.8.4 かぐ山店(21-26)



2025.8.25 穂積店（21-24）



新告知



出口 ※タッチ式に変更



2025.9.8 新開橋店（23-26）



新開橋店概要

2025年9月8日（月）

スマート無人営業開始（22号店）

営業時間：10～26時（16時間）

有人営業：10～23時（13時間）

無人営業：23～26時（3時間）

※トレカ館は21時、駿河屋は22時まで営業



入口



出口 ※タッチ式に変更



1F有人カウンター



1Fセルフレジ



2F有人カウンター



2Fセルフレジ



2F・3F駐車場扉(外側)



2025.9.29 新関店（8-10、21-24）



新関店概要

2025年9月29日（月）

スマート無人営業開始（23号店）

営業時間：8～24時（16時間）

有人営業：10～21時（11時間）

無人営業：8～10時、21～24時（5時間）



営業時間の案内



スマート無人営業の予定

• 2024年度末時点で、１4店舗に導入済み

• 2025年度の上半期で9店舗に導入

㉔ 2025/10/20(月) 清洲店 8~10時、21~26時

㉕ 2025/11/3(月) 駒ヶ根店 21~24時

㉖ 2025/11/22(月)    城山店 21~24時

㉗ 2025/12/15(月)  垂井店 21~24時

㉘ 2026/1/12（月） 各務原店 8:30~10時、21~24時

※今期は18店舗に導入し、32店舗となる予定
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Ⅲ-３.プラモデル導入



2026年3月期上期の
プラモ拡大について

1.プラモ売場導入(9～13スパン)

⇒5店舗にプラモ売場を導入

2.既存店舗のプラモ売場を強化(10～14スパン
へ)

⇒1店舗のプラモ売場を拡大

3.ベンダー拡大で仕入を増やして売上増
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小浜店



志段味店



・プラモデル売場の導入拡大を6店舗で実施
・プラモデル導入店舗は40店舗に
＜内訳＞
プラモ館 2、プラモ店 34、スポット 4

店名 導入年月 内容

梅坪店 2025年4月 新規導入

白塚店 2025年5月 新規導入

志段味店 2025年5月 新規導入

小浜店 2025年6月 新規導入

城山店 2025年8月 拡大

豊川店 2025年8月 新規導入

68

2026年3月期上期のプラモ拡大店舗一覧



Ⅲ-４.その他の取り組み



24時間ギャラリー再び

706月10日から9月1日までロングラン開催



【ＨＡＳＥＯ作品展眠らないＡＲＴたち】

• 三洋堂書店よもぎ店

• 2025年6月10日～９月１日まで開催

• 店舗入り口付近の大型展示、ここでしか見る
ことのできない限定ARTポスターなど、合計
28点の展示

• 新しい書店運営×アート体験＝新しい価値を
提供する書店

• 時間を気にせず気軽に立ち寄れる写真展と
して、仕事帰りに夜の散歩の途中に楽しめる
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サステナビリティに関する取組

• マテリアリティの策定

2025年6月 取締役会にて承認
有価証券報告書にて公表

• サステナビリティサイト

2025年８月に公開

URL：https://ir.sanyodo.co.jp/sdgs/

（SDGｓサイトをリニューアル）
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マテリアリティについて
環境と共に生きる社会の
実現

リユース事業の拡大を通じて廃棄物削減に寄与し、
SDGs12「つくる責任つかう責任」の達成に貢献します。

ほんとのであいのすそ野
を広げる

ワクワクする店づくり、新フォーマット開発と出店、読み聞
かせ会をはじめとするイベントを実施し、SDGs4「質の高
い教育をみんなに」に貢献します。

差別・ハラスメントの撲滅
問題の早期発見が可能な環境の整備や、管理職向け研
修を通じて、すべての従業員が安心して働ける職場づくり
を推進します。

安全と健康を守る労働環
境の整備

労災の発生しない安全な作業環境と清潔で自由に過ごせ
る休憩環境の提供に取り組みます。

コーポレート・ガバナンス
の強化

コーポレート・ガバナンス・コードへの対応と資本コストや
株価を意識した経営の実現を目指します。

リスクマネジメントの推進
リスク対応計画の策定と情報セキュリティへの適切な投資
を行います。



Ⅳ．２０２６年３月期

今後の取り組み



Ⅳ-１.スマート無人営業の推進



2025.10.20 清洲店(8-10、21-26)



清洲店概要

2025年10月20日（月）

スマート無人営業開始（24号店）

営業時間：8～26時（18時間）

有人営業：10～21時（11時間）

無人営業：8～10時、21～26時（7時間）



2025.11.3 駒ヶ根店(21-24)

仮画像



駒ヶ根店概要

2025年11月3日（月）

スマート無人営業開始

営業時間：10～24時(14時間)

有人営業：10～21時(11時間)

無人営業：21～24時(3時間)



スマート無人営業の予定

• 2024年度末時点で、１4店舗に導入済み

• 2025年度も導入を進める

㉔ 2025/10/20(月) 清洲店 8~10時、21~26時

㉕ 2025/11/3(月) 駒ヶ根店 21~24時

㉖ 2025/11/22(月)    城山店 21~24時

㉗ 2025/12/15(月)  垂井店 21~24時

㉘ 2026/1/12（月） 各務原店 8:30~10時、21~24時

※今期は18店舗に導入し、32店舗となる予定
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Ⅳ-２．駿河屋の導入



駿河屋の7号店を開店予定

• 中古ホビー売場を、「駿河屋」のフランチャイズとして導入し、
既に６店舗を開店

• ２０２６年３月までにオープンする予定
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新たな事業への参入の軌跡

83

導入年月 事 業 名 店 舗 名
２００８年10月 ふるほん導入 乙川店

２０１５年10月 教育事業参入 志段味店

２０１６年11月 セルフカフェ導入 芥見店

２０１７年２月 プラモデル売場導入 駒ケ根店

２０１７年11月 フィットネス導入 志段味店

２０２０年９月 トレカ館導入 新開橋店

２０２２年９月 ﾋﾞｭｯﾌｪ事業参入 各務原鵜沼店

２０２２年12月 駿河屋導入 江南店

２０２３年６月 プラモ館導入 江南店

２０２３年９月 ホビープラネット開店 イオンモール常滑店

２０２３年１０月 三洋堂トレカ館（単独）開店 ららぽーと愛知東郷店



Ⅴ．２０２６年３月期 業績予想

（2025年4月~2026年3月）
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２０２６年３月期 連結業績予想

25年3月 計画 前年差 前年比

売上高 １６,６０５ １６,５００ △１０５ ９９.４％

売上総利益 ５,３４１ ５,２８６ △５５ ９９.０％

営業利益 １２３ ３０ △９３ ２４.３％

経常利益 １６８ ６０ △１０８ ３５.６％

当期純利益 １７７ １２０ △５７ ６７.５％

（単位：百万円、％）

・引き続き、駿河屋などの新規事業やスマート無人営業への積
極的な投資を継続する予定です。
・主力の書店部門の売上が厳しく推移すると見込まれますが、
当期純利益の黒字継続を目指します。
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百万円



87

設備投資の内訳

24年3月 25年3月 26年3月計画 増減

新規出店による投資 ２３ ０ ２５ ２５

情報システム投資 ２９ １６ ７５ ５９

改装等 ４０ ３８ ７１ ３３

新規事業投資 ３２ ４１ ５５ １４

その他 ２ ５１ ６１ １０

設備投資計 １２９ １４７ ２８７ １４０

減価償却費 ２２０ １９１ １８７ △４

（単位：百万円）

•2025年3月期は、駿河屋やトレカ館の導入改装などの投資と、スマート無人営業のための設備投資を
実施いたしました。

•2026年3月期は、駿河屋の導入改装と、スマート無人営業のための設備投資を予定しております。また、
POSシステムへの投資を実施する予定です。
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設備投資 推移

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期（予定）

その他 57 8 2 51 61

情報システム 39 32 29 16 75

新規出店 67 22 23 0 25

改装等 41 73 40 38 71

新規事業 15 16 32 41 55

220
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287
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100

200

300

400
（単位：百万円）



2026年３月期 投資のまとめ

• 設備投資総額 ２億８７百万円（予定）

• 駿河屋などの新規事業への投資

• スマート無人営業導入の設備投資

• プラモデル売場の導入改装を予定

• POSレジのハードとソフト更新への投資

※上記は、保証金や経費などを除外した設備投資金額
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出退店推移

2020年

3月期

2021年

3月期

2022年

3月期

2023年

3月期

2024年

3月期

２０２５年

３月期

２０２６年

３月期

見込み

出店 １店 １店 ３店 ２店 ２店 －店 １店

閉店 ４店 ４店 １店 ３店 ４店 ５店 １店

期末

店舗数

７７店

３校

７４店

３校

７６店

３校

７５店

３校

７３店

２校

６８店

２校

６８店

２校

１店舗
当たり
売場面積

41７坪 419坪 413坪 409坪 391坪 395坪 －

※期末店舗数のうち、校数は実際の教室数を表します。また、ワールドビュッフェの店舗数も
含みます。 90



Ⅵ．２０２６年３月期 株主還元等
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・２０２６年３月期中間期

無配といたしました。
※2017年3月期末から無配を継続しております。

２０２６年３月期末につきましても、業態転換への資金確
保を優先するため、無配を予定しております。

※何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

・株主優待については、変更ございません。

https://ir.sanyodo.co.jp/ir/benefits.html

株主還元（配当）
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株主優待について①
★三洋堂グループの株主優待

■特典その１

株主様優待カードを進呈

（三洋堂書店でのレンタル割引と販売割引がご利用できます）

株主様
優待ｶｰﾄﾞ

シルバー
カード

ゴールド
カード

スーパー
ｺﾞｰﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ

プラチナ
カード

保有
株式数

100株以上

200株未満

200株以上

1,000株未満

1,000株以上

2,000株未満

2,000株以上

10,000株未満

10,000株
以上

ﾚﾝﾀﾙ割引 ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％

販売割引 ２％ ３％ ４％ ５％ ６％

割当基準日 発送月

株主様優待カード ３月３１日 ６月発送
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株主優待について②

★三洋堂グループの株主優待

■特典その２

図書カードの進呈 （１年以上継続保有の株主様が対象）

割当基準日 保有株式数 優待図書カード

100株以上200株未満 1,000円×年１回

200株以上500株未満 2,000円×年１回

500株以上1000株未満 3,000円×年１回

1000株以上 4,000円×年１回

3月31日

発送月

６月発送



これから三洋堂書店が目指すもの
（2008.05.28）
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ブロードバンド時代でも
顧客に必要とされる三洋堂書店

１．収益を映像・音楽コンテンツに依存しなくても
成立する三洋堂書店

２．カスタマー ソリューション ビジネスで
顧客の手間や煩わしさを解消する三洋堂書店

３．顧客に独自の「お値打ち」「御利益」「利便性」を
提供する三洋堂書店



会社概要
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商 号 ： 株式会社三洋堂ホールディングス

所 在 地 ： 名古屋市瑞穂区新開町18番22号

代 表 者 ： 代表取締役社長加藤和裕

事 業 内 容 ： 書籍・雑誌、文具・雑貨、映像ソフト、音楽ソフト、ゲームソフトの販売、
レンタル（映像、音楽、コミック）、古本・中古ゲームソフトの買取り販売、
トレカの買取り販売、中古ホビーの買取り販売、フィットネス事業、
ビュッフェ事業、教育事業

資 本 金 ： １００百万円（２０２５年３月末現在）

設 立 ： １９７８年１２月（創立：１９５９年３月）

事業年度末 ： ３月３１日

店 舗 数 ： ６８店舗（２０２５年１０月末現在）

上 場 ： 東京証券取引所 （スタンダード）（証券コード３０５８）

三洋堂ホールディングス： https://ir.sanyodo.co.jp/

三洋堂書店（連結子会社）： https://www.sanyodo.co.jp/


